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1 はじめに

Wikipediaから構造化された情報・知識を抽出しよう

とする研究が活発に行われている (例えば [2, 7, 8])．こ

れらの研究には，Wikipediaの持つ多言語性に注目し，

いわゆる対訳辞書を抽出しようとする試み (例えば [4]

など) も含まれる．本研究は特に，多くの Wikipedia

記事に配置されている要約的情報である Infobox に

着目し，Infobox が担う属性・属性値情報 ([1, 3, 6])

を言語間で対応づけることにより，複数の言語 (日本

語，英語，中国語) の Wikipedia Infobox から対訳辞

書を抽出する方法について検討する．より具体的には，

Infobox を記述するための Infoboxテンプレートから

属性の言語間対応を抽出し，これらの Infoboxテンプ

レートを引用する Infoboxインスタンス群から属性値

の言語間対応を抽出する．最終的に，これらの属性・

属性値情報の対応付けから対訳辞書を抽出する．

2 Infobox の基本構造

基本的にWikipediaの記事は，実世界におけるある

実体 (entity) を記述するものであり，良く知られてい

るように，Wikipedia の多くの記事は，Infobox と呼

ぶ，記述の対象に対する情報を要約した表を配置して

いる．このような Infobox は，対象の記述となる実体

のタイプに応じたテンプレート (Infoboxテンプレー

ト) を具体化することにより生成されることが多い1．

”Infobox Software” という名称を持つ Infobox テ

ンプレートを引用する日本語のインスタンスの例を図

1に，これに対応する英語のインスタンスの例を図 2

示す．

Infoboxテンプレートは記述対象の実体のタイプに

応じて，表として列挙すべき情報項目 (属性)を規定す

るものであり，具体的な Infoboxインスタンスは，特

定の実体を具体的に記述するために，属性に対する具

体的な情報 (属性値)を供給することによって実現され
12013年 1月 3日現在，例えば日本語では 1,925種類の Infobox

テンプレートが登録されており，最も多く引用されているテンプ
レート (基礎情報 会社) は，20,422 件の記事から引用されている．

{{Infobox Software
| 名称 = Microsoft Office
| ロゴ = [[ファイル:Microsoft Office 2013.svg|200px]]
| 開発元 = [[マイクロソフト]]
| frequently updated = yes
| プログラミング言語 = [[C++]]
| 対応OS = [[Microsoft Windows|Windows]]
| 対応プラットフォーム = [[クロスプラットフォーム]]
| 種別 = [[オフィススイート|オフィス スイート]]
| ライセンス = [[プロプライエタリ・ソフトウェア|プロプラ
イエタリ]]
| 公式サイト = [http://office.microsoft.com/ja-jp/ 
office.microsoft.com/ja-jp/]
}}

図 1: Infoboxインスタンスの例 (日本語)

{{Infobox software
|         name = Microsoft Office
|         logo = [[File:Microsoft Office 2013.svg|200px]] 
|      screenshot = [[File:Microsoft Office 2013 Default 
Screen.png|250px]]
|        caption = From left to right, top to bottom: Microsoft 
Word 2013, Microsoft Excel 2013, Microsoft PowerPoint 2013, and 
Microsoft OneNote 2013 are all components of Microsoft Office 
2013. Above: the logo of Microsoft Office 2013.
|       developer = [[Microsoft]]
|       released = {{Start date and age|1990|11|19}}
... snipped ...

|        website = {{URL|http://office.microsoft.com/en-us}}
}}

図 2: Infoboxインスタンスの例 (英語)

る．また，Infoboxテンプレートの多くは，言語間で

対応するテンプレートが明示されている2．よって対

応する Infoboxテンプレートにおける属性名の言語間

対応付けを行うことが可能となる．さらに，Infobox

インスタンスの言語間対応付けを行うことにより，属

性値として記述される情報 (その多くはいわゆる固有

表現) の言語間対応付けを行うことができる．このよ

うに，Infobox の有する情報構造は，多言語の対訳辞

書を抽出するための情報源として有望である．

3 Infobox の言語間対応付け

3.1 対応付け処理の概要

図 1，図 2に例を示したように，各国語版の Infobox

テンプレート は，理想的には等価な属性情報をそれ

ぞれの言語で提示する．
2例えば，日本語の Infoboxテンプレート 1,925種類のうち，対

応する英語/中国語のテンプレートを持つものは，705/353件存在
する．
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これらのソースコードの対比から，開発元:developer

などの属性名の対応付けを行うことができれば，対象

とするタイプの実体に関する属性の対応付けが行え，

さらに対応付けられた属性のもとで，属性値間の対応

付けが可能となるであろうことが推測できる．

しかし実際には，このような属性名の対応は必ずし

も自明ではないため，本稿で提案する対応付けは，属

性サイドの情報として，後述する属性変数，および，

属性名を手がかりとして用いた対応付けを行う一方，

属性値を手がかりとする対応付けをも試みる．すなわ

ち，Infoboxインスタンスに実際に出現する属性値集

合の共通性から逆に属性の対応を求める．最終的に，

これらの手がかりに基づく結果を統合することにより，

網羅性と精度のバランス良い向上を目指す．

3.2 属性変数を手がかりとする対応付け

記述対象の実体のタイプに応じた各種の Infoboxテ

ンプレートもWikiのソースコードにより記述される．

また，これらのテンプレートは，”Infobox” という名

前の一つ上位のレベルのテンプレート (以下，テンプ

レート:Infoboxと記述し，各種の Infoboxテンプレー

トと区別する) を引用することが多い．このような場

合，各記事で等号の左辺に記述する変数は，テンプレー

ト:Infobox を引用するそれぞれの Infoboxテンプレー

トのソースコードにおいては，テンプレート:Infobox

の変数を規定するものとして，等号の右辺の要素とし

て現れる．

英語英語英語英語WikipediaWikipediaWikipediaWikipediaのののの““““Template:InfoboxTemplate:InfoboxTemplate:InfoboxTemplate:Infobox airline”airline”airline”airline”のソースコードののソースコードののソースコードののソースコードの一部一部一部一部
| label9 = Operating bases
| data9  = {{{bases<includeonly>|</includeonly>}}}
日本語日本語日本語日本語WikiepdiaWikiepdiaWikiepdiaWikiepdiaのののの““““Template:Template:Template:Template:航空会社情報航空会社情報航空会社情報航空会社情報ボックスボックスボックスボックス””””のソースコードののソースコードののソースコードののソースコードの一部一部一部一部
| label7 = [[ハブ空港#拠点都市|拠点空港]]
| data7 = {{{拠点空港|{{{bases|}}}}}}

図 3: Infoboxテンプレートのソースコードの例

航空会社に関する Infobox テンプレートのソース

コード例 (一部)を図 3に示す．ここで例えば，英語版

の記述における data9はテンプレート:Infoboxにおけ

る変数名であり，その右辺の各項目 (例えば”bases”)

は，記事において，この Infobox テンプレートを引

用する際の変数名として使うことができる．このよ

うな項目を本稿では属性変数と呼ぶ．この例におい

て，”bases”という項目が日英間で共通しているよう

に，属性変数は互いに対応する各国語の Infobox テ

ンプレートのソースコードにおいて，共通して現れる

(共有属性変数と呼ぶ)場合があり，確度の高い属性対

応付けの手がかりとして利用できる．ただし，項目名

(つまり属性変数名)は文字列として一致するとは限ら

ないため，翻訳して言語を揃えた後に文字列間類似度

を求め，これを閾値処理することにより対応関係を認

定する．

翻訳処理: 言語間リンクで結ばれているWikipedia

記事のタイトルから抽出した対訳辞書 (以下，Wiki

対訳辞書; 各言語ペアに対して抽出した対訳数は，英

日:432,107，英中:337,411，日中:219,375件)，および，

EDR電子化辞書3，言語グリッド4の翻訳サービスの

翻訳結果をマージした対訳資源を用いて翻訳を行う．

文字列類似度および閾値処理: Jaroの文字列類似度

尺度 [5] を用いる．次節で報告する実験においては，

事前実験にもとづき，0.8を閾値とした．

3.3 属性名を手がかりとする対応付け

図 3において，label9 (英語) や label7 (日本語) と

いった変数名の右辺に記載される ”Operating bases”

や ”拠点空港”といった項目は，実際に Infoboxを表示

する際に属性の表示として使われるものであり，本稿

ではこれらを属性名と呼ぶ．属性名に関しても，属性

変数における場合と同様の手順により対応付けを行う．

3.4 属性値を手がかりとする対応付け

属性変数，属性名を手がかりとする対応付けは，In-

foboxテンプレート，より厳密にはそのソースコード

を対象とする処理であったが，属性値を手がかりとす

る対応付けにおいては，実際の記事に現れる Infobox

インスタンス群を対象とする．

属性値を手がかりとする対応付けの処理概要を図 4

に示す．言語 A，Bにおいて互いに対応する Infobox

テンプレートを引用する記事群における Infoboxから，

(ページ，テンプレート，属性変数，属性値) のタプル

の集合を抽出し，同一の属性変数ごとに属性値集合を

区分する．次に，これらの属性値集合間の等価性を総

当り的に評価し，対応する属性の対応付け可否を判定

する．本研究では，属性値集合の等価性を判定する際

に以下の 2つの方法を試みたが，いずれの場合も等価

性を認めることができる属性値ペアの数をカウントし，

これが最大となる属性変数ペアを対応付けとして採用

した．

3http://www2.nict.go.jp/out-promotion/

techtransfer/EDR/J index.html
4http://langrid.org/jp/
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言語言語言語言語A属性インデックス属性インデックス属性インデックス属性インデックス 言語言語言語言語B属性インデックス属性インデックス属性インデックス属性インデックス 属性値の一致カウント属性値の一致カウント属性値の一致カウント属性値の一致カウント

... ... ...

1 ("ジャンル") 4 ("角色扮演游戏") 10

... ... ...

テンプレート

記事群

{<page, template, attr_var, value>,

<page, template, attr_var, value>,

.....

.....

<page, template, attr_var, value>

}

テンプレート

記事群

{<page, template, attr_var, value>,

<page, template, attr_var, value>,

.....

.....

<page, template, attr_var, value>

}

言語間リンク

言語A 言語B

属性値の一致
チェック

属性値の一致件数をカウント

図 4: 属性値を手がかりとする対応付け

• 属性値手法 1: 候補となる属性値ペアの等価性の

判定を厳密に行う．より具体的には，翻訳後の文

字列が一致する場合に当該の属性値ペアが等価で

あると判定する．ただし，その属性情報を含む言

語 A，言語 Bのそれぞれの記事の等価性につい

てはチェックしない．ここで，記事の言語間等価

性は，それらの記事が言語間リンクで結ばれてい

るかどうかに基づく．

• 属性値手法 2: 候補となる属性値ペアの等価性の

判定を類似度により行う．より具体的には，前節

までと同様の方法により類似度に基づき等価性の

判定を行う．本方法では，属性値ペアのデータと

しての等価性判定に関してマージンを持たせる一

方で，その属性情報を含む言語 A，言語 Bのそ

れぞれの記事の等価性は厳密にチェックする．

3.5 評価実験と結果

評価対象データ: Infoboxテンプレートの中でも明示

的にテンプレート:Infobox を引用している日本語，英

語，中国語の Infoboxテンプレートであって，いずれ

の 2言語の間においても言語間の対応付けがされてい

る Infoboxテンプレートの 3言語の組 (96組)を評価対

象のデータとし，これらの各 2言語間の対応付けに関

して，正解データを準備した．これらのテンプレート

を引用している記事の数はそれぞれ，日本語:102,985

件，英語:788,978件，中国語:35,875件であった．

結果の統合: 結果の統合には様々な方法が考えられ

るが，本報告の実験では，属性変数による結果をベー

スとし，これを属性名による結果で補完する手法 (統

合手法 1)，この結果をさらに属性値による結果で補完

表 2: 対訳エントリの抽出件数と分類
言語ペア np n1 n2 n3 (n3/n2比率)

英日 210 31,053 9,735 8,265 (84.8%)
英中 165 36,970 10,869 9,390 (86.4%)
日中 152 37,627 16,749 14,433 (86.2%)

する手法 (統合手法 2)を比較する．なお，統合手法 2

では，まず属性値手法 1による結果を補完し，さらに

属性値手法 2による結果を補完する．

評価結果と考察: 表 1に，適合率 (P)・再現率 (R)・F

値による評価結果を示す．まず，属性変数を手がかり

とする属性の対応付けは良好な結果を示している．こ

れは，今回の対象の Infoboxテンプレートにおいては，

共有属性変数を持つ属性ペアが多く存在した (93.8%)

ことが原因である．次に，統合手法 1，統合手法 2の

再現率が属性変数のみを用いる場合よりも多少高いこ

とから，これらの手がかりは，属性変数が存在しない

ケースを補完するために有効であるが，さらなる精度

向上が必要であるとことが分かる．また，統合手法 1

の方が統合手法 2よりも総合的に優れているため，属

性値の対応付けの精度や結果の統合の仕方が現状では

十分ではないと考えられる．属性の対応付けの決定を

補完する情報として用いるならば，属性値の等価性ま

で判定する必要はなく，データタイプの一致でも有用

である可能性がある．

4 対訳辞書の抽出実験と評価

以上の結果に基づき，統合手法 1を用いて属性の対

応付けを行った後，その制約のもとで属性値を対応付

けるという手順により，対訳辞書の抽出実験を行った．

以下では抽出された対訳エントリの量と質を評価する．

この実験で用いた各言語ペアにおける Infoboxテン

プレートペアの数 (np)，抽出された対訳エントリの件

数を表 2に示す．ここで，n1とは抽出されたエント

リの総数，n2はノイズや重複を排除した後のエント

リ数，n3はその中でWiki対訳辞書に存在しないエン

トリ数を示す．このように，抽出エントリ件数の絶対

量はさほど多くないものの，抽出されたエントリには

比較的高い割合 (表中の n3/n2比率) で新規のエント

リが得られていることが分かる．

次に，各言語ペアに対して抽出した新規エントリか

ら，生起頻度が上位のもの 100 件 (A 群5)，および，

5各言語ペアにおける頻度の最大値/平均値/最頻値は，英
日:512/36.9/11，英中:121/18.8/8，日中:334/32.2/13 であった．
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表 1: 属性対応付けの評価結果
属性変数のみ利用 統合手法 1 統合手法 2

言語ペア P R F P R F P R F

英日 0.953 0.918 0.936 0.952 0.916 0.935 0.857 0.937 0.896
英中 0.963 0.954 0.959 0.963 0.964 0.960 0.924 0.960 0.942
日中 0.940 0.941 0.940 0.939 0.950 0.944 0.874 0.960 0.915

表 3: 対訳エントリの品質評価 (A群/B群)
言語ペア ◯ △ 1 △ 2 ×
英日 44/23 1/4 41/11 14/62
英中 45/38 2/3 34/5 19/54
日中 79/48 1/4 10/7 10/41

生起頻度が 1のものからランダムに選んだ 100件 (B

群) について，対訳としての品質を評価した．この結

果を表 3 に示す．ここで，◯とはそのまま対訳として

利用できるレベル，△ 1とは文字列の一部にノイズを

含むもの，△ 2とは日本語・中国語側が英語表記，あ

るいは，対訳が数字列などの有用性の低いもの，×は

対訳誤りである．予想されるようにB群の抽出精度は

A群より劣る．また誤りには，不正なWikipediaソー

スコードが原因のものも含まれる．

前節の抽出数の評価とこの結果を合わせると，テン

プレートペアあたりで抽出される正しい対訳エントリ

の平均数は，抽出精度をB群の実績値により低く見積

もった場合において，英日で 9.1件，英中で 21.6件，

日中で 45.6件となる．現時点でこの件数の多少につ

いては議論できないが，少なくとも日中に対する対訳

抽出が良好である傾向が確認できる．これは両者の対

訳が類似度の高い漢字文字列による場合が多いことを

反映している．

また，抽出に成功した対訳のタイプについて調べて

みると，日中に関しては，人名・地名の占める割合が

比較的高い (A群で 68.4%，B群で 77.8%)という特徴

がみられた．なかでも，欧米人の人名の表記は日本語

ではカタカナで行われることが多く，これに対する漢

字表記による中国語の対訳を良好に抽出できている．

例えば，「リチャード・マークス」に対しては，「李察・

馬克斯」および，「理察・馬克斯」が抽出されており，

漢字表記のヴァリアントの抽出に有用である．以上よ

り提案手法は，記事中の Infoboxでは言及されるもの

の，独立した記事が (まだ)作成されていない実体に

対する対訳の抽出に有効である．また，実体を指す固

有表現以外の語に関しても，分野・ジャンルに固有の

訳語を抽出できる場合がある (例: rider に対して選手

(ジャンル=自転車競技))．

5 おわりに

Wikipedia Infobox が担う属性・属性値情報を言語

間で対応づけることにより，日本語，英語，中国語を

対象とする対訳辞書を抽出する方法について報告した．

特に，従来研究においてほとんど注目されることのな

かった共有属性変数が対応付けにおいて有用であるこ

とを示したが，共有属性変数は全ての Infoboxテンプ

レートにおいて存在するわけではなく，また，言語・

対象の実体のタイプに対する偏りも大きい．このため，

やはり属性名・属性値に基づく対応付けの精度と適用

範囲を高めていく必要がある．

抽出される対訳辞書の量・質は，属性の対応付けが

改善されることにより，向上することが期待できる．

一方で，DBpediaのようなクリーニングされたデータ

が各国語で整備されれば，それを利用することにより

不正なWikipediaソースコードによる失敗を避けるこ

とが可能と考えられる．
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